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福島第一原子力発電所事故への視点
　2011年3月16日に起きた福島第一原子力発電所事故を受け，中国の研究者
たちは日本の対応の不備を指摘するとともに，原発をめぐる中国の状況につ
いて精査した。
　中国本土で発刊された学術誌に収録された福島第一原子力発電所事故関連
の文献は，2011年に2,605件，2012年に2,404件，2013年に760件，計5,769件
にのぼる1）。これらの執筆者は，原子力開発の推進側に立つ高官や企業幹部，
および研究者であり，その他市民の声を含んでいないにも関わらず，これほ
ど多くの意見が発表されているという事実は，この問題に対する中国国民の
関心の高さを示していると言える。
　これらの文献で最も多く論じられたのは「放射能の影響」であり，第2に
「原子力発電の安全管理体制」，第3に「日本の国家責任」，第4に「原子力
関連法」および「中国国内世論」であった。
中国への放射能の影響に関する調査研究
　環境保護部は2011年3月12日，各地の放射線環境観測機関で大気，地表，
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土壌，水，葉物野菜，牛乳，魚介類の線量および放射性物質の調査を行うこ
とを決定した。翌13日より全国43都市40ヶ所の観測所や原発周辺地で測定作
業が開始され，15日からは20の沿海都市に52ヶ所の観測点が増設された。測
定結果は3月17日より毎日，ウェブサイトで発表され，2012年に各地の環境
保護部放射線管理施設がモニタリング結果とその影響に関する分析を学術雑
誌に発表した。
　測定においてはヨウ素131，セシウム134，セシウム137，キセノン135，キ
セノン131等の放射性物質が検出され，3月末から4月下旬にかけ，空中の
濃度が急上昇したとの結果が得られた（王蕾ほか，2012：328）。また葉物野
菜からはヨウ素131およびセシウム137が検出された。影響分析においては，
福島第一原子力発電所事故は中国本土に明白な影響を及ぼしたものの，その
放射線量はチェルノブイリ原子力発電所事故の際の千分のいくらかであり，
人体への影響は皆無（王蕾ほか，2012：355）ないし，小さい（何泽勇，
2011）ものであると結論付けている。
　2013年に入ってからも環境保護部や各学術研究機関によって，福島第一原
子力発電所事故による放射能の中国への影響に関する論文が発表されている。
分析結果においては顕著な影響はないが，今後も放射線モニタリングや原子
力事故の予防研究が必要であると結論付けられている（刘龙波ほか，2013：
378）。
海洋の放射能汚染に対する見解
　福島第一原子力発電所事故による海洋汚染の状況については随時，『人民
日報』等の新聞で報じられ，高い関心を集めている。研究者たちは，巨大な
面積の海洋が汚染され，汚染は日々拡大し，周辺諸国に多大な影響を及ぼし
ていると見ている（杨帆ほか，2013：142）。環境保護部の原子力放射線安全
センターは魚類のセシウム137の濃度に注目し，研究分析を行っている（李
冰ほか，2012）。
　科学的な研究に加え，法学の立場から日本の国内法や国際法に照らし，日
本の賠償責任を問う研究も為されている（尹生，2013）。また四川省の人民
検察院は，原子力事故は環境汚染をもたらす最も危険性の高い犯罪であると
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し，犯罪者を逃してはならないと述べている（薛培ほか，2013）。
原子力発電の安全管理体制の見直し
　福島第一原子力発電所事故の教訓として見つめ直されているのは，原発の
安全管理体制に関わる問題である。中国国内の危機管理システムの問題点と
して，政策決定体制，危機評価体制，情報公開や世論に関する体制，管理法
制，危機意識の欠如ないし不備が指摘されている（许道俊，2011）。
　中国放射線防護研究所は次の対策の必要性を指摘している（张建岗ほか，
2012）。₁．災害が起きる可能性がある場所にある原発の安全性を高め，シビ
アアクシデントの予防に努める，2．原子力施設および設備の信頼性を高め
る，3．緊急時対応の基礎を固める（事故評価や情報発信システムの向上な
ど），4．各組織の対応力を強化する，₅．人員を確保する，₆．放射線防護に
関する教育と訓練を重視する，₇．国際間の交流と協力を増加する。
　環境保護部は主として次の対策を施すことを発表している（刘华ほか，
2011：18 ─ 19）。₁．放射線モニタリングの継続，2．情報公開の継続と広報
業務の実施，3．福島第一原子力発電所事故の様子と中国への影響を注視し
続けるとともに，経験から得られたことを検討し対策をとる，4．危機監視
システムの強化，₅．IAEA および日本等との協力促進。
市民の反応
　福島第一原子力発電所事故は中国国民に「中国の原発は大丈夫なのか」と
いう疑問や，「放射能は恐ろしい」という不安等を抱かせた。放射性物質の
中国への到達が伝えられると同時に，食塩に含まれるヨウ素が放射線防護に
役立つとのが広まり，一部の人々は食塩の買い占めに走りパニックを起こ
した。また政府系ウェブサイトの掲示板には市民から，「すべての先進国で
原発事故が起きている，中国のも恐ろしい」，「私を育ててくれた聖なる川を
人殺しの川にしないでくれ」等の不安の声が書き込まれた。
　環境意識の変化や市場経済化を背景に，人々は健康損失に加え不動産価値
の低下や経済損失を憂慮し，なりふり構わぬ国家発展に反対の意を示したり，
環境保護運動を活発化させたりしている。
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原発慎重派に立つ研究者
　中国国際問題研究所主任研究員の滕建群氏は福島第一原子力発電所事故の
原因として次の₅点を挙げた。₁．原発の設計ミスと災害予測の困難さ，2．
東電の傲慢と対応ミス，3．老朽化した原発の酷使，4．日本政府の監督不足
と産官癒着，₅．誤った東電に従属し対処を一任する日本政府。そして中国
で起こっている安全論争の主要論点は，「現行の原発の安全性」，「原発を存
続・発展させるのか」，「内陸の省に原発は必要なのか」，「大躍進式の原発建
設が行えるかどうか」などの問題であると指摘した（徐明，2011：128）。
　福島第一原子力発電所事故を受け，研究者の中には中国の原子力政策を見
直したり，原発推進に対する慎重論を提示したり者も出ている（陈润羊，
2013：105）。研究者らは日本同様の自然災害や人災が起きる可能性とともに，
都市への人口過密や広大な国土など中国固有の条件により，被害が増幅され
る問題について論じている。原発慎重派に立つ研究者の意見には，以下のよ
うなものがある。
　今回の福島第一原子力発電所事故はまさに，企業が人々の生存権を無
視して高い経済利益を追求した典型例である……今回のシビアアクシデ
ント以前にも人々の生命を脅かす一連の事故が発生している……生存と
利益の関係が本末転倒している状態を矯正しなければならないという警
鐘はすでに鳴らされていた。（王文敬ほか，2012：22）
　我々は貪欲に私腹を肥やすため盲目的に原発を推進し，すでに原子力
技術所に拉致されている状態である……本来，原子力を支配すべきとこ
ろを，原子力に支配されている……今，最も考えなければならない問題
は，如何にしてこの強制から抜け出すかということである。原子力エネ
ルギーの巨大な威力は私たちに，それを思うようにすることはできない
ということを深く考えさせている。（李章印，2011：15）
　現在，政府関係者や関連企業は，原発先進国の手法を真似，原発の必要性
や安全性の広報に力を注いでいる。しかしながら研究者たちは冷静に事態を
福島第一原子力発電所事故に関する中国研究者の論考　　121
判断し，原発推進に慎重な立場に立ち，適切な提言を行っていると思われる。
［注］
₁）　『中国知網』http://www.cnki.net/ にて「福島核」とのキーワードで検索した場
合のヒット数。「福島」で検索した場合は2011年に8,672本，2012年に5,912本，
2013年に1,535本。2011年，2012年の情報は2013年₇月9日，2013年の情報は
2013年12月31日現在のもの。
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